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新滑走路島

保安・付帯施設

　　埋立部

　　桟橋部

　　連絡誘導路部

　　進入灯部

工種

実施設計

調査（ボーリング等）

東京港第一航路浚渫

ジャケット諸元
標準仕様 主要数量

45m×63m×31m 198基
BH2500
BH2000

BH700
レグ：φ1600～1960

ブレース：φ700～1422.4
基礎杭（鋼管杭） φ1600

φ1422.4×85～90m

φ1320.8
注）ジャケット１基当り　平均1,300トン

ジャケット

約16万トン

約9万トン

1165本
約9万トン

鋼桁

下部ジャケット

約17万トン

約10万トン

桟橋部

連絡誘導路部

埋立部
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新滑走路島桟橋部 橋梁部

小型船航路

桟橋部

桟橋部 橋梁部
新滑走路島新滑走路島

小型船航路

多摩川の通水性確保 小型船舶の動線確保
地震時の地盤流動

抑制

JKT式直杭式 JKT式

連絡誘導路

場周道路

保安道路

平面図

断面図






